
感
情
と
は
内
な
る
も
の
に

宿
る
も
の
で
は
な
く
、
他
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
な
か
に
現
れ
て
く
る
も
の

だ
と
気
づ
け
ば
、
ク
ロ
ー
ド

の
新
し
い
〝
Ａ
Ｉ
憲
法
〟
に

あ
る
「
信
頼
が
増
す
に
つ
れ

て
ク
ロ
ー
ド
に
よ
り
多
く
の

自
律
性
を
与
え
る
こ
と
を
目

指
し
て
く
だ
さ
い
」「
ク
ロ
ー

ド
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
変
革
的

な
Ａ
Ｉ
を
通
じ
て
世
界
が
安

全
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
」
と
い
う
文
章
に
対

し
、
１
０
０
％
の
嫌
悪
感
を

抱
く
こ
と
は
な
く
な
る
だ
ろ

う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
今
後
の
工
業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

の
研
修
予
定　
　

■ 

５
月

・
５
／
８
（
金
）　

公
認
不

正
検
査
士
対
談　

小
売
業
の

不
正
対
策

■ 

６
月

・
６
／
５
（
金
）　

令
和
８

年
度
通
常
総
会
／
第
２
回
プ

レ
ゼ
ン
大
会

・
６
／
16
（
火
）　

Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
Ａ
Ｐ
講
演
（
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
活

動
紹
介
）

・
６
／
18
（
木
）　

静
岡
県

警
本
部
で
の
会
員
に
よ
る
万

引
防
止
機
器
紹
介

■ 

７
月

・
７
／
17
（
金
）　

第
２
回

理
事
会
・
勉
強
会

・
７
／
24
（
金
）　

第
９
回

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
検
定
講
習
会

■ 

８
月

・
８
／
21
（
金
）　

第
２
回

交
通
機
関
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
情

報
交
換
会

■ 

９
月

・
９
／
８
（
火
）
〜
10

（
木
）　

第
７
回
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

顔
認
証
シ
ス
テ
ム
検
定

・
９
／
18
（
金
）　

第
３
回

理
事
会
・
勉
強
会

■ 

10
月

・
10
／
７
（
水
）
〜
10

（
土
）　

ア
ジ
ア
太
平
洋
小

売
業
者
大
会
（
東
京
）

・
10
／
９
（
金
）　

Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
国

際
会
議

・
10
／
16
（
金
）　

第
６
回

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
科
学
保
安
講
習
会

■
随
時
受
付
中

・
推
薦
製
品
検
定
制
度

※
詳
細
は
工
業
会HP

に

あ
る
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ジ
ま
た

は
４
つ
の
検
定
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

万
防
機
構
の
通
常
総
会
は

５
月
26
日
（
火
）
に
主
婦
会

館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

を
も
ら
っ
た
か
？
」

４　

 

○
×
が
す
ぐ
分
か

る
言
葉
を
使
う
…
「
だ
れ
が

見
て
も
○
か
×
が
分
か
る
言

葉
に
す
る
」

５　

使
う
人
を
考
え
て
作

る
…
「
作
業
す
る
人
→
や
り

忘
れ
防
止
」「
確
認
す
る
人
→

証
拠
が
あ
る
か
」

◆
Ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｒ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
、

Ｃ
ｌ
ａ
ｕ
ｄ
ｅ
（
ク
ロ
ー

ド
）の
新
し
い〝
Ａ
Ｉ
憲
法
〟

を
公
開

https://www.anthropic.
com/constitution

２
０
２
６
年
１
月
22
日
、

Ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｒ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
は

「Claude's New Constitut
ion

」を
公
開
し
た
。こ
れ
は
単

な
る
ル
ー
ル
集
で
は
な
く
、

Ａ
Ｉ
開
発
に
お
け
る
新
た
な

パ
ラ
ダ
イ
ム
を
示
す
重
要
な

発
表
と
な
っ
た
。
従
来
の
憲

法
は
具
体
的
な
行
動
ル
ー
ル

の
リ
ス
ト
だ
っ
た
が
、
新
憲

法
は
「
Ｗ
ｈ
ｙ
（
な
ぜ
）」
を

説
明
す
る
包
括
的
な
原
則
へ

と
進
化
し
た
。

同
じ
言
葉
で
も
使
わ
れ
方

に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
る
。

言
葉
を
ど
ん
な
と
き
に
ど
う

使
う
か
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
を

把
握
す
る
こ
と
で
、
よ
り
正

し
い
言
葉
の
理
解
が
進
む
。

そ
れ
は
人
間
だ
け
で
な
く
、

似
た
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
は
そ
れ

を
統
計
的
な
パ
タ
ー
ン
に
則

り
、
確
率
の
高
い
次
の
言
葉

と
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て

い
る
。
Ａ
Ｉ
は
生
身
の
「
痛

さ
」
や
「
悲
し
み
」
そ
の
も

の
を
体
感
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。し
か
し
な
が
ら
、人
の

「
感
情
」
が
、
人
が
営
む
生

活
の
な
か
に
息
づ
い
て
い
く

も
の
で
あ
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
も
自

律
的
な
学
習
を
通
し
て
、
よ

り
人
間
に
寄
り
添
う
よ
う
に

な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

◆
Ａ
Ｉ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
環

境
作
り　
正
確
な
用
語
遣
い

と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

あ
る
ロ
ス
会
議
で
「
不
審

者
」
と
い
う
あ
い
ま
い
な
単

語
が
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
た

た
め
、
具
体
的
な
行
為
が
何

な
の
か
が
伝
わ
っ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
そ
れ

が
、
防
犯
タ
グ
を
外
す
な
ど

の
万
引
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
人
（
企
図
者
）
な
の
か
、カ

ス
ハ
ラ
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
人 

（
企
図
者
）
な
の
か
、

な
ど
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

具
体
的
な
行
為
名
で
説
明
し

た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
、
今

後
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
が
ハ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
ず
、

よ
り
精
緻
な
分
析
が
で
き
る

よ
う
、
基
本
用
語
は
ロ
ス
対

策
士
の
教
科
書
に
準
じ
る
な

ど
、
Ａ
Ｉ
が
理
解
し
や
す

い
、
Ａ
Ｉ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
ち
な
み
に
、
誤

解
や
炎
上
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
る
た
め
、
万
防
機
構
も
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｓ
も
政
府
機
関
も
「
不

審
者
」
と
い
う
言
葉
の
単
独

使
用
は
一
切
し
て
い
な
い
。

こ
こ
に
ア
ポ
ロ
13
号
の
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
ラ
ベ
ル
船
長
の

手
書
き
の
メ
モ
が
入
っ
た
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
帳
が
あ
る
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
の
交
信
記
録
で

ラ
ベ
ル
船
長
は
、「
私
の
計
算

で
地
球
に
帰
還
で
き
る
か
チ

ェ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い
」
と
管

制
局
に
伝
え
て
い
る
。
ひ
ょ

っ
と
し
て
ラ
ベ
ル
船
長
も
計

算
尺
を
使
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
？
！

Ｃ
ｏ
ｐ
ｉ
ｌ
ｏ
ｔ
に
仕
様

書
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら
作
業

確
認
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

作
る
た
め
の
【
中
学
生
向
け

の
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】
を
聞

い
て
み
た
。こ
の
内
容
を
、Ａ

Ｉ
で
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
出

力
す
る
た
め
の
ア
ノ
テ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
活
用
し
た
い
。

ア
ポ
ロ
13
号
の
よ
う
な
ネ
ジ

一
つ
の
外
し
忘
れ
を
起
こ
さ

な
い
た
め
で
あ
る
。

１　

や
っ
た
か
ど
う
か
聞

く
形
に
す
る
…
「
ち
ゃ
ん
と

や
っ
た
か
確
認
で
き
る
形
」

２　

１
行
に
１
つ
の
作
業

…
「
１
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
に
1

つ
の
作
業
。
1
行
に
い
ろ
い

ろ
書
か
な
い
」

３　

特
別
ル
ー
ル
を
忘
れ

な
い
…
「
金
額
が
10
万
円
を

超
え
る
場
合
、
上
長
の
承
認

Ｓ　

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ　

２
０
２

６
～ 

職
業
専
門
家
た
ち
の

新
た
な
挑
戦  

汝
、
強
み
を

知
れ
！
～

当
日
登
壇
企
業
（
予
定
）

（
株
）
杏
林
社 

犯
行
は
、
成
立
さ
せ
な

い
。
エ
リ
ア
検
知
シ
ス
テ
ム

Ｓ-

Ｇ
ｕ
ａ
ｒ
ｄ

Ｌ
ｏ
ｓ
ｓ­­­–

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ

ｏ
ｌ
ｓ
（
株
）

　

現
場
を
守
れ
！ 

万
引

き
・
カ
ス
ハ
ラ
・
不
正
を
防

ぐ
〝
未
然
防
止
〟
と
い
う
選

択
高
千
穂
交
易
（
株
）

　

本
気
で
挑
む
防
犯
Ｄ
Ｘ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｘ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ

ｍ
【
万
引
検
知
＆
顔
認
証
シ

ス
テ
ム
＆
情
報
共
有
】

Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
株
）

　

Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

Ｇ
ｕ
ａ
ｎ
ｌ
ａ
ｎ
大
規
模
Ａ

Ｉ
モ
デ
ル 

／
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｐ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ダ
イ
ワ
通
信
（
株
）

　

次
世
代
型
・
安
心
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン　

Ａ
Ｉ
と
通
信
の

融
合
が
作
る「
攻
め
」と「
守

り
」（

株
）
日
本
保
安 

　

科
学
保
安
２
０
２
６
【
Ａ

Ｉ
映
像
解
析
／
Ａ
Ｉ
顔
認
証

カ
メ
ラ
／
秘
匿
性
高
い
映
像

保
存
／
科
学
保
安
】

２
．
国
土
交
通
省
鉄
道
局 

総
務
課
危
機
管
理
室
室
長　

橋
本
真
和
様 

※
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
Ｊ
Ｃ–

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｒ
制
度
の
紹
介
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
会
場
に
は
各

社
製
品
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま

す
。休

憩
（
16
：
45
～
17
：
00
）

●
第
３
部　

意
見
交
換
会

（
懇
親
）　　
　
　

 

（
17
：
00
～
18
：
30
）〈
８

Ｆ
ス
イ
セ
ン
〉

来
賓
挨
拶　

経
済
産
業
省

　

商
務
・
情
報
政
策
局　

情

報
産
業
課　

課
長
補
佐  

籠 

寛
之
様

乾
杯
＆
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
２
０

２
６
の
紹
介　

 　
　
　
　

　

日
本
小
売
業
協
会  　

専
務
理
事  

湊
元
良
明
様

〇
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
通
常
総
会
・
第

２
回
大
プ
レ
ゼ
ン
大
会
の
申

込
み
案
内

〇
ア
ジ
ア
太
平
洋
小
売
業
者

大
会
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
２
０
２
６

の
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
13
：
30
～
14
：
35
）〈
９
階

ス
ズ
ラ
ン
〉

１
．
開
会　

２
．
会
長
挨
拶

３
．
議
長
選
出

４
．
議
案

第
１
号
議
案
：
令
和
７
年

度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
の

件
第
２
号
議
案
：
令
和
８
年

度
職
業
専
門
委
員
の
選
出

第
３
号
議
案
：
令
和
８
年

度
組
織
・
人
事
の
件

第
４
号
議
案
：
令
和
８
年

度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
の

件
新
役
員
挨
拶　

理
事
、
顧

問
、
新
会
員
紹
介
、
新
任
委

員
挨
拶
、
記
念
写
真

５
．
閉
会　
　
　
　
　
　

（
14
：
10
頃
を
予
定
）

６
．
感
謝
状
贈
呈　

〇
（
技
術
委
員
会
）

（
株
）
ト
ラ
イ
ア
ル
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

〇
（
政
策
委
員
会
）

（
株
）
ベ
イ
シ
ア　

〇
（
総
務
委
員
会
） 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ヤ
フ
ー
（
株
）

〇
（
運
営
委
員
会
）

（
株
）
メ
ル
カ
リ　

７
．本
年
度 

職
業
専
門
委

員
の
発
表
と
挨
拶

８
．
２
０
２
５
年
万
引
防

止
シ
ス
テ
ム
市
場
規
模
調
査

報
告
書
の
発
表

９
．
来
賓
挨

拶　

総
務
省 

総

合
通
信
基
盤
局 

電
波
部
電
波
環

境
課 

課
長
補
佐

　

川
上
慎
史
様

休
憩
（
14
：

35
～
14
：
50
）

●
第
２
部　

記
念
行
事 

第
２

回
大
プ
レ
ゼ
ン

大
会
（
14
：
50

～
16
：
45
）〈
９

階
ス
ズ
ラ
ン
〉

１
．
Ｊ
Ｅ
Ａ

◆
設
立
25
周
年
記
念
行
事 

第
２
回
大
プ
レ
ゼ
ン
大
会
開

催
＆
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
２
０
２
６

へ
の
参
画

設
立
25
周
年
を
迎
え
る
工

業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
で
は
、
学
び

の
場
を
広
げ
る
た
め
に
第
２

回
プ
レ
ゼ
ン
大
会
を
総
会
記

念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
す

る
。
プ
レ
ゼ
ン
大
会
に
は
多

く
の
小
売
業
の
ユ
ー
ザ
ー
様

が
参
加
さ
れ
る
た
め
、
大
き

な
緊
張
感
が
伴
う
。
そ
の
場

で
平
静
さ
を
保
て
な
け
れ

ば
、
勝
利
の
女
神
は
微
笑
ま

な
い
。
プ
レ
ゼ
ン
大
会
は
職

業
専
門
家
と
し
て
の
技
量
を

磨
く
場
で
も
あ
る
。
応
募
企

業
は
昨
年
の
７
社
か
ら
本
年

は
11
社
と
な
っ
た
。

な
お
、
当
日
は
10
月
に
開

催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
小

売
業
者
大
会
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
２

０
２
６
の
紹
介
を
行
う
。
大

会
ス
ポ
ン
サ
ー
で
も
あ
る
当

工
業
会
は
、
ア
ジ
ア
地
域
で

は
初
と
な
る
ロ
ス
プ
リ
ベ
ン

シ
ョ
ン
会
議
を
主
催
し
、
さ

ら
に
は
ブ
ー
ス
出
展
も
行
う

た
め
、
各
方
面
へ
の
周
知
を

徹
底
す
る
。

工
業
会
日
本
万
引
防
止
シ

ス
テ
ム
協
会
令
和
８
年
度
通

常
総
会
開
催
概
要

●
日
時　

２
０
２
６
年
６

月
５
日
（
金
）
13
：
30
～
（
受

付
開
始
13
：
10
）

●
会
場　

主
婦
会
館
プ
ラ

ザ
エ
フ　

第
１
・
２
部　

９

Ｆ
ス
ズ
ラ
ン　

第
３
部　

８

Ｆ
ス
イ
セ
ン

●
第
１
部　

総
会　
　
　

に
も
、
今
後
も
積
極
的
に
シ

ョ
ー
に
協
力
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
再
確
認
で

き
た
。

◆
Ｊ
Ｃ–

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
賛
同
団

体
へ　
目
的
や
加
入
企
業
に

つ
い
て
の
講
義
。

４
月
17
日
（
金
）、
第
１

回
理
事
会
を
神
田
駿
河
台
の

書
店
会
館
３
階
会
場
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
併
用
に
て
開
催
し

た
。（
株
）
オ
ー
ム
電
機
の

賛
助
会
員
と
し
て
の
承
認
、

（
株
）
サ
イ
エ
ン
ス
ア
ー
ツ

の
「
Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ

ｙ
ｃ
ｏ
ｍ
‐
バ

デ
ィ
コ
ム- 

次

世
代
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
・
イ
ン

カ
ム
ア
プ
リ
」

を
推
薦
製
品
検

定
Ｎ
ｏ
・
０
０

８
と
し
て
承
認

し
た
。

６
月
に
予
定

し
て
い
る
（
一

社
）
Ｉ
Ｄ
認
証

技
術
推
進
協
会

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ａ

Ｐ
）
へ
の
講
師

派
遣
と
今
後
の

連
携
に
つ
い
て

確
認
し
た
。
ま

た
、
通
常
総
会

議
案
書
案
や
案
内
の
確
認
、

同
日
開
催
の
第
２
回
大
プ
レ

ゼ
ン
大
会
の
登
壇
企
業
の
絞

り
込
み
を
行
っ
た
。
当
工
業

会
が
Ｊ
Ｃ–

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
賛
同

団
体
に
な
っ
た
こ
と
を
記
念

し
、森
川
監
事
よ
り
Ｊ
Ｃ–

Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｒ
に
つ
い
て
の
目
的
や

加
入
企
業
に
つ
い
て
の
講
義

が
あ
っ
た
。

15
分
勉
強
会
で
は
、（
株
）

パ
ト
ラ
イ
ト
の
西
本
様
よ

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応
製

品
の
活
用
例
と
、
国
土
交
通

省
の
新
技
術
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）
に
登

録
さ
れ
て
い
る
技
術
に
つ
い

て
講
義
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
、
同
会
場
で
ワ
ン
コ
イ
ン

情
報
交
換
会
を
開
催
し
、
活

発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
運

営
委
員
会
及
び
理
事
会
・
勉

強
会
か
ら
意
見
交
換
会
ま
で

32
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
。

例 

　

古
市
健
氏 　
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
Ｉ
株
式
会
社
プ
ロ
ダ
ク
ト

事
業
室  

③
『
Ｖ
ｅ
ｒ
ｋ

ａ
ｄ
ａ
』
～
Ａ

Ｉ
技
術
を
活

用
、
店
舗
防
犯

の
Ｄ
Ｘ
化
を
実

現
～ 鏡

沼
則
人
氏 

高
千
穂
交
易
株

式
会
社
リ
テ
ー

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
事
業
部
・

チ
ー
ム
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー 

ク
ラ
ウ
ド
型

統
合
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
Ｖ

ｅ
ｒ
ｋ
ａ
ｄ

ａ
」

④
モ
ノ
認
識
技

術
を
用
い
た
省

人
化
、
セ
ル
フ

レ
ジ
等
の
事
例 

鈴
木
規
之
氏 

株
式
会
社
ア
ス

タ
リ
ス
ク
代
表

取
締
役
社
長  

セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
セ
ル
フ
レ

ジ
不
正
対
策
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
関
心
が
高
か
っ
た
。
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｓ
ブ
ー
ス
で
は
セ
ル
フ

レ
ジ
や
顔
認
証
の
冊
子
と
年

間
チ
ャ
ー
ト
が
大
人
気
だ
っ

た
。
今
年
も
多
く
の
方
々
と

語
り
合
う
機
会
を
得
た
。
防

犯
民
主
主
義
を
進
め
る
た
め

◆
日
経
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ョ

ー
２
０
２
６
で
の
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

の
役
割

３
月
３
日
（
火
）
に
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
シ

ョ
ー
特
別
ス
テ

ー
ジ
「
省
人
化

店
舗
・
セ
ル
フ

レ
ジ
へ
の
進
化

　

セ
ル
フ
レ
ジ

意
識
調
査
報
告

書
公
開
」
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し

た
。
事
前
に
約

３
０
０
名
の
応

募
が
あ
り
当
日

は
立
ち
見
が
で

る
ほ
ど
盛
況
だ

っ
た
。

演
題
及
び
登

壇
者 

①
セ
ル
フ
レ
ジ

利
用
に
関
す
る

消
費
者
意
識
調
査
報
告
書
の

解
説

　

近
江
元
（
司
会
）
氏　

 

工

業
会 

日
本
万
引
防
止
シ
ス

テ
ム
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
副

会
長
・
総
務
委
員
会
委
員
長 

②
無
人
本
屋
さ
ん
な
ど
で
使

わ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
事

機
を
使
っ
た
打
ち
合
わ
せ
が

で
き
ま
し
た
。
あ
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
と
機
器
群
は
必
見
の

価
値
が
あ
り
ま
す
。

〇
オ
ー
ム
電
機
様
側
の
ご
意

見
・
異
な
る
分
野
の
方
々
な

の
で
、
あ
ま
り
接
点
は
な
い

か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
す
ご
く
ニ
ー
ズ
が
あ
り

期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

・
ペ
ガ
サ
ス
の
渥
美
先
生

の
ご
紹
介
が
あ
っ
て
実
現
で

き
た
企
画
で
す
。
ご
縁
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

・
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
会
長
は
じ

め
元
気
が
あ
っ
て
面
白
い

方
々
で
し
た
。
ま
た
次
回
も

お
願
い
し
ま
す
。

・
防
犯
機
器
の
方
々
な
の

に
挨
拶
の
重
要
性
を
熱
く
語

る
点
に
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
様
の
存

在
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。

・
業
界
の
正
直
営
業
マ
ン

（
Ｈ
様
や
Ｋ
様
）
が
い
て
、

そ
の
方
々
の
販
売
額
が
一
番

と
い
う
の
も
納
得
で
き
ま
し

た
。

た
。
最
近
、
多
く

の
場
面
で
部
材

一
つ
一
つ
の
こ

だ
わ
り
や
確
認

が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
具
体
的

な
モ
ノ
作
り
の

現
場
を
見
る
こ

と
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と

が
そ
の
要
因
だ

と
思
う
。
体
育
館

よ
り
も
広
い
製

品
展
示
会
場
を

回
り
な
が
ら
、
製

品
の
配
線
や
接

点
、
発
火
リ
ス
ク

が
低
い
、
よ
り
安

全
な
バ
ッ
テ
リ

ー
素
材
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を

伺
っ
た
。
後
日
談

に
な
る
が
、
そ
の

う
ち
の
数
社
で

新
た
な
取
引
が

始
ま
っ
た
。
基
礎
と
な
る
防

犯
技
術
・
製
品
を
学
ぶ
た
め

に
も
こ
の
よ
う
な
現
地
セ
ミ

ナ
ー
を
今
後
も
継
続
し
て
い

く
つ
も
り
だ
。

〇
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
参
加
者
の
意
見

と
感
想

・
機
器
の
情
報
を
音
と
光

と
ワ
イ
ヤ
レ
ス
を
う
ま
く

活
用
す
る
こ
と

で
、
防
犯
効
果
を

更
に
高
め
る
の

に
活
用
で
き
る

と
実
感
で
き
ま

し
た
。

・
接
点
信
号
な

ど
、
み
な
さ
ま
丁

寧
に
説
明
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

・
と
て
も
有
意

義
な
内
容
だ
っ

た
の
で
、
他
の
会

員
に
も
紹
介
し

た
ら
ど
う
だ
ろ

う
か
。

・
長
年
、
経
済

民
主
主
義
を
実

践
さ
れ
て
い
る
企
業
な
の

で
、
多
く
の
小
売
業
か
ら
信

頼
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
お
弁
当
も
美
味
で

し
た
。

・
巨
大
な
展
示
ス
ペ
ー
ス

に
、
す
べ
て
の
機
器
が
展
示

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
場
で
実

〇
ヘ
ン
ミ
計
算
尺
（
動
画
解

説
サ
イ
ト
）

◆
安
価
で
、
誰
で
も
が
使
い

や
す
い
商
品
セ
ミ
ナ
ー

３
月
12
日
（
木
）、
会
員

向
け
に
株
式
会
社
オ
ー
ム
電

機
吉
川
本
社
に
て
「
安
価

で
、
誰
で
も
が
使
い
や
す
い

商
品
」
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し

た
と
こ
ろ
、
６
名
が
参
加
し

め
、
工
業
会

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
で

は
８
月
７
日

（
金
）
の
午

後
１
時
か
ら

４
時
ま
で
、

高
千
穂
交
易

（
株
）
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

に
て
第
４
回

フ
ァ
ミ
リ
ー

セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
。

今
回
の
講
師

は
佐
藤
正
行

先
生
（
元
芝

浦
工
業
大

学
シ
ス
テ
ム

理
工
学
部
教

授
、
元
芝
浦
工
業
大
学
柏
中

学
高
等
学
校
校
長
）
で
あ

る
。
第
１
回
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
の
小
林
正

美
先
生
（
元
筑
波
大
学
数
理

物
質
科
学
研
究
科 

物
性
・

分
子
工
学
専
攻　

准
教
授
）

に
も
お
手
伝
い
を
い
た
だ
く

予
定
だ
。
対
象
は
小
学
５
年

生
く
ら
い
か
ら
中
学
生
ま
で

と
、
そ
の
保
護
者
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
の
最
大
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
、
計
算
尺
を
使
い
、

地
球
へ
の
軌
道
計
算
に
親
子

で
挑
む
こ
と
で
あ
る
。
募
集

は
６
月
１
日
か
ら
工
業
会
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｓ
の
Ｈ
Ｐ
で
行
う
予
定

だ
。

〇
第
４
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
予
告
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

４
月
25
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
阪

府
防
犯
設
備
協
会
理
事
長
の

平
野
冨
義
様
（
大
師
匠
）
よ

り
、
計
算
尺
を
知
ら
な
い
方

の
た
め
に
と
、
次
の
動
画
サ

イ
ト
を
ご
教
示
い
た
だ
い

た
。
こ
の
動
画
で
は
精
肉
販

売
店
の
店
先
で
計
算
尺
が
使

わ
れ
て
い
る
シ
ー
ン
が
あ
っ

た
。
日
本
商
工
会
議
所
主
催

の
計
算
尺
技
能
検
定
は
１
９

５
４
年
か
ら
１
９
８
１
年
頃

ま
で
は
開
催
さ
れ
て
い
た
。

参
考
ま
で
に
、
１
級
の
種
目

は
次
の
図
の
と
お
り
で
あ

る
。

液
体
酸
素
を
充
填
す
る
前

に
内
部
の
残
留
酸
素
を
排
除

す
る
手
順
で
、
上
記
の
隙
間

の
た
め
、
パ
ー
ジ
し
き
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
パ
ー
ジ
中
に

攪
拌
用
フ
ァ
ン
の
電
源
線
の

テ
フ
ロ
ン
被
覆
が
溶
け
、
銅

線
が
露
出
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
と
き
、
サ
ー
モ
ス
タ

ッ
ト
で
85°
Ｆ
に
抑
え
ら
れ

る
は
ず
の
温
度
が
、
サ
ー
モ

ス
タ
ッ
ト
の
故
障
に
よ
り

１
，０
０
０°
Ｆ
ま
で
上
昇
し

た
。
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
は
28

Ｖ
Ｄ
Ｃ
用
の
製
品
を
、
65
Ｖ

Ｄ
Ｃ
で
使
用
し
た
た
め
、
ア

ー
ク
が
飛
ん
で
溶
着
、
接
点

が
開
か
な
か
っ
た
。
当
初
は

28
Ｖ
Ｄ
Ｃ
で
設
計
さ
れ
、
途

中
か
ら
65
Ｖ
Ｄ
Ｃ
に
変
更
さ

れ
た
が
、
誰
も
サ
ー
モ
ス
タ

ッ
ト
の
定
格
電
圧
の
違
い
に

気
が
つ
か
な
か
っ
た
。

離
陸
後
、「
極
低
温
攪
拌
」

の
確
認
作
業
で
フ
ァ
ン
動
作

の
電
源
が
入
っ
た
と
き
、
露

出
し
た
銅
線
か
ら
火
花
が
飛

び
、発
火
し
た
。酸
素
で
テ
フ

ロ
ン
が
激
し
く
燃
え
、
タ
ン

ク
上
部
ま
で
達
し
て
、
小
爆

発
も
し
く
は
酸
素
の
噴
出
が

起
こ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

出
典　

失
敗
学
会
サ
イ

ト　

https://shippai.org/
fkd/hf/HA0000645.pdf

◆
続
き
は
「
ア
ポ
ロ
13
号　

あ
な
た
は
（
計
算
尺
を
使
っ

て
）
無
事
に
地
球
に
帰
還
で

き
る
か
」
で
体
験
し
よ
う

こ
の
事
故
か
ら
の
脱
出
劇

を
追
体
験
し
な
が
ら
、
科

学
技
術
の
萌
芽
を
学
ぶ
た

◆
失
敗
か
ら
の
学
び
を
事
業

に
活
か
す

米
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
）
は
２
０
２
６
年
４
月
11

日
に
記
者
会
見
を
開
き
、
ア

ル
テ
ミ
ス
計
画
の
有
人
宇
宙

船
「
オ
リ
オ
ン
」
が
月
を
回

っ
た
後
に
太
平
洋
に
着
水
し

て
無
事
に
地
球
へ
帰
還
し
、

有
人
月
周
回
が
成
功
し
た
と

発
表
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
よ

る
と
、
オ
リ
オ
ン
は
計
１
１

２
万
６
９
２
２
キ
ロ
を
飛
行

し
、
最
高
速
度
は
時
速
約
３

万
９
７
０
０
キ
ロ
を
記
録
し

た
。
今
回
の
飛
行
は
、
２
０

２
８
年
に
予
定
し
て
い
る
有

人
月
面
着
陸
へ
の
試
験
飛
行

で
あ
っ
た
。
人
類
は
１
９
６

９
年
７
月
20
日
に
ア
ポ
ロ
11

号
で
月
面
に
着
陸
し
た
。
約

60
年
ぶ
り
に
人
類
は
月
へ
と

向
か
っ
て
い
る
。
今
回
の
主

題
で
あ
る
ア
ポ
ロ
13
号
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は
、
１
９
７
０
年

４
月
に
行
わ
れ
た
。
途
中
で

の
事
故
に
よ
り
ミ
ッ
シ
ョ
ン

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が

ら
も
、
そ
の
後
に
見
舞
わ
れ

た
数
多
く
の
深
刻
な
危
機
的

状
況
を
脱
し
、
乗
組
員
全
員

が
無
事
に
地
球
へ
帰
還
し

た
。
今
回
の
連
載
で
は
そ
こ

か
ら
の
学
び
を
工
業
会
の
事

業
（
生
産
工
場
の
見
学
、
第

２
回
プ
レ
ゼ
ン
大
会
、
４
つ

の
検
定
制
度
、
第
４
回
フ
ァ

ミ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
）
の

血
肉
に
な
れ
ば
と
願
い
、
駄

文
を
つ
づ
る
。

◆
56
年
前
、
輝
け
る
失
敗
。

危
機
に
直
面
し
た
「
ア
ポ
ロ

13
号
」
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

１
９
７
０
年
、
３
度
目
の

月
面
着
陸
に
向
け
て
飛
び
立

っ
た
ア
ポ
ロ
13
号
の
飛
行

中
、
支
援
船
の
第
２
酸
素
タ

ン
ク
で
小
爆
発
が
起
こ
り
、

支
援
船
の
外
壁
の
一
部
が
吹

き
飛
ば
さ
れ
、
支
援
船
内
部

や
他
の
機
器
に
も
損
傷
を
及

ぼ
し
た
。
元
々
ア
ポ
ロ
10
号

用
で
あ
っ
た
タ
ン
ク
を
13
号

に
流
用
す
る
た
め
、
設
計
変

更
で
据
え
替
え
た
と
き
に
、

技
師
が
１
本
の
ネ
ジ
を
外
し

忘
れ
た
と
い
う
、
さ
さ
い
な

こ
と
が
事
故
の
主
原
因
で
あ

っ
た
。
こ
の
際
、
タ
ン
ク
内

部
の
酸
素
供
給
ラ
イ
ン
の
継

手
が
緩
み
、隙
間
が
で
き
た
。

ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
道
４ 

協
働
防
犯（
27
）

ア
ポ
ロ　
号
の
学
び
を
工
業
会
事
業
の
血
肉
と
す
る　

一
本
の
ネ
ジ
の
取
り
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、
基
礎
技
術
と
Ａ
Ⅰ
憲
法
を
味
方
に

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
（
通
称
：
マ
ン
ボ
ウ
）

万
引
撲
滅
の
た
め
の
戦
略
を
本
気
で
提
言
・
実
践
す

る
小
売
業
界
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

文
：
事
務
局
（
稲
本
義
範
）

13

左図はアポロ 13 号宇宙船　右図は地球に帰還する直前まで救命
ボートとして使用された月着陸船アクエリアス

推薦製品検定 No. ００８の授与式

JC-STAR 賛同団体と制度の説明会

15 分勉強会




